キャリア教育と主体的学び by 長谷部 秀孝
1 ．はじめに
　ゆとりの教育の問題が指摘されて、教育改革















































































































































































































































　基礎ゼミの効果を上げるために、 １ ゼミに １
人ずつ（学部によって異なる）、ステューデン
ト・アシスタント（以下ＳＡ）をつけることに
している。SA は通常 3 年生がなることになっ
ており、ゼミ運営において大きな役割を果たし












































まり 夢 とか 希 望 とかを 持っていないようであ
る。ある意味で現実主義なのかもしれないが、
最初から実現しないものと考えさせてはいけな















































































































































































































をすることでも 良 いであろう。質 問 されると
解っていれば、緊張感を持って授業を聞くであ






























































る。RSS（Recruit Support Staff）、CSS（Career 
Support Staff）はその代表例である。正規の授
業でのサポートもしているが、この人達の主な
役割は課外でのサポートになっている。この組
織は結成以来１0年が経っておりすっかり定着し
ている。これは、学生と職員の協力の下自発的
にできあがった組織である。この例のような、
課外での活動も非常に重要になっている。
　キャリア教育はどの大学でも非常に重要視さ
れており、力が入れられている。それとともに、
今までのような画一化された教育ではなく、独
自の考え方のもとに独自の方向性を見いだそう
と努力している。そのような努力がなければ、
教育として進化していかないであろう。これか
らもその努力を惜しんではいけない。
　ここまで、創価大学におけるキャリア教育の
現状を述べた後に、将来展望まで進んだ。将来
展望についてはキャリアセンターの方針という
より、様々なシンポジウムに参加しての筆者が
感じた方向性である。しかし、これらのことは
様々な大学で取り組み始められており、間違い
なくこれから広まっていくであろう。このよう
な流れがわが国において主流になり、どこの大
学でも普通に行われるようになって初めて、本
当の意味でのキャリア教育が定着していくもの
と思われる。現在では学生の自立性や主体性が
問われているが、本当の意味でのキャリア教育
が定着すれば、学生の姿勢にも大きな変化が現
れるはずである。
31特集論文 ｢主体的学びを促す学習支援」

